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小児医療場面において看護師が幼児との

コミュニケーションに用いるオノマトペの特徴

〔論文要旨〕

本研究は，石舘ら (2014)にヲ|き続き，子どもに関わる看護師のオノマトベの表出状況を分析することにより，

医療場面における幼児への説明の利用可能性について検討したものである。看護師10名を対象にインタビュー調査

を行い，面接内容を録音して分析した。得られた発話からオノマトベを抽出し，単語頻度，特徴語，話題語に関す

る分析を行った。その結果，看護師の発話には Iオノマトペ+する」動調，オノマトペの繰り返し表現，オノマ

トベ十一般動調の組み合わせが特徴的にみられることが明らかになった。子どもに対する特徴的なオノマトベ表現

が明らかになったことで，今後，小児保健医療全般で利用可能な幼児への説明モデル開発に向けて大きな示唆を得

られた。
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I.緒言

入院生活を送る子どもは，日常とは異なる，さまざ

まな医療場面に遭遇する。認知機能の発達途上にある

子どもへの説明では，難解な医療用語をそのまま使用

することはできない。子どもの発達段階に応じたこと

ばを用いている看護師の中には，オノマトベを取り入

れた言語的対応がよく見受けられる。

オノマトペに関する先行研究では，動作に伴う声か

けにオノマトペを使用することで，適切な動作が可能

となることが保育現場1) 障害児教育2)およびスポー

ツ教育3)において示されている。医療場面の調査にお

いても，服部ら引が看護現場で看護師が使用している

オノマトペ表現の的確さについて述べている。石舘

ら5)は，子どもに関わる看護師が使用することばにオ

ノマトペが顕著に認められ オノマトベの臨場感ぁ民

描写力が幼児にわかりやすく伝えるための重要な要素

となることを明らかにした。しかしオノマトペを伸

心とした文レベルでの構造を明らかにする課題が残怪

れた。本研究では，さらにオノマトベ単体ではなく片

ノマトペを中心とした構文に注目し，同じ文中の他わ

語とどのように関連しているのか，文中の語にどのよ

うに働きかけているのか，統語上の構造を検討するこ

ととした。医療場面で、の幼児への説明にオノマトベが

どのように使用されているのか明らかになれば，オノ

マトペを用いた説明モデルの作成に向けて大きな示唆

を得ることになる。幼児が理解し受け入れられるオノ

マトペ説明モデルを開発し実証的に検討することで，

今後小児保健医療全般で有効的に利用されることが期

待できる。
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本研究の目的は，石舘ら5)にヲ|き続き，看護師の説

明に内在する小児医療オノマトペを中心とした表現の

統語上の構造を，テキストマイニングの手法を用いて

量的に明らかにすることである。

E 用語の定義

小児医療オノマトぺ.本研究では石舘ら5)に従い以下

のように用語を定義した。「オノマトペとは，擬音語・

擬声語 ・擬態語の総称であり フランス語に語源を持

つ6)。擬音語や擬声語は 『ザーザー.J]，1"ニャーニャー』

などのように実際の音や声を言語描写したものを指

す。これに対して擬態語は 1"ヌルヌル.1，1"ドキドキ』

などといった音を発しない生物や事物の動き ・変化の

状態 ・様子などを言語描写したものである。本研究で

は，小児医療現場において，対幼児に使用しているこ

とばであり，擬音語・擬態語に加え，擬音語 ・擬態語

に類似した形を持つ表現である 『痛い.1，1"大事』を反

復形に整えた‘イタイイタイ' ‘ダイジダイジ'など

の一般語棄のオノマトペ化も含むことばを小児医療オ

ノマトペ」と定義している。

田方 法

1 研究対象

対象は石舘ら5)の研究と同じデータである。大学病

院小児病棟に勤務する 5年以上の臨床経験を持つ看

護師10名であった。

2.研究方法

調査は2012年8月に行った。半構成的面接法に基づ

いて面接した。面接では， 7種の医療場面(パイタル

サイン測定，採血，点滴，吸入療法，口鼻腔吸引，腰

椎穿刺，骨髄穿刺)を受ける幼児 (3~ 6歳)を描い

たイラストをタブレット端末に設定し視覚刺激とした

(図1)。対象者には，タブレット端末に映し出された

イラストの幼児に対して各々の医療処置を説明するよ

う教示した。対象者の幼児に対する，よ り自然な説明

的発話を導き出すために，説明時間の制限は設けず，

研究者による恋意的な誘導を極力避けるように努めな

がら本人のペースで進められるよう配慮した。面接の

最後にイラストに描かれた医療処置場面以外で幼児に

説明していることばについて 追加で自由に発言して

もらった。面接はプライパシーを保てる個室において

一人 l 回20~37分行い，面接中の録音については文書

915 

と口頭にて予め同意を得て実施した。

3 分析方法

面接で得られたデータを専門家に依頼し逐語録に起

こし対象者の説明的発話データを抽出した。テキスト

マイニング法 (TextMining Studio Ver4.2 数理己/ス

テム)を使用して，事前分析，本格分析の 2段階で分

析を行った。テキストマイニングとは，文字(テキス

ト)という質的データを量的方法で分析する手法であ

り，-蓄積された膨大なテキストデータをなんらかの

単位(文字，単語，フレーズ)に分解し，これらの関

係を定量的に分析すること j 7)である。

1) 事前分析

事前分析では，テキストデータを以下の手順で分析

した。

① 分かち書き(形態素解析):テキストを文節単位の

意味の通る単語に分割する4)。

② 単純集計(基本情報，品調出現回数)。

③ 単語頻度分析:テキストに出現する単語の出現回

数をカウントする。単語頻度分析の設定は，品詞は

名詞，動詞，形容詞，副詞に限定し上位20件を抽出

した。

事前分析の①~③の結果から，-ゴロゴロj，，-ゴロ

ゴロさん」を「ゴロゴ‘ロ」に統一するなど，原文を参

照しながら同義語として用いられている単語の類義語

登録を行った。また，-まあるくなろう j ，-お兄さん

指」など，文節単位に分割するのが難しい単語，およ

び「グリグリj ，-ジユツ」など， 抽出されないオノマ

トペをユーザー辞書に登録した。なお，-シュッシユツ」

と「シュッシユj，，-シュー」と「シューツ j ，-ズルズ

jレ」と「ズルズ、ルー」など，促音(ッ)，長音符号(一)

の有無によって語義に違いが生じるオノマ トペ8)は別

|ゐ~引

l~~~~ 
i主 イラストは石舘波子氏より提供を受けた。

図 1 タブレット端末に設定した視覚刺激例(採血の手順)
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語とした。

④グルーピング:対象者のすべての発話データから

小児医療オノマトペを抽出した。

抽出方法は日本語オノマトベ辞典8)を参考に行っ

た。抽出にあたり ，小児看護学，心理学研究の専門家

と協議し信頼性，妥当性の確保に努めた。さらに，抽

出結果が用語の定義に即していることをオノマトペ研

究の専門家よりスーパーパイズを受けた。抽出された

すべてのオノマトペをグループにまとめて属性として

保存した。

2) 本格分析

事前分析をもとに各場面を比較するための特徴語分

析と，全体の発話において各場面を可視化するための

話題分析を実施した。

特徴語分析 :各医療場面に特徴的に出現する小児医

療オノマトペを抽出した。特徴語分析設定は，品調は，

名詞，動詞，形容詞，副調に限定し行単位での抽出を

行い，抽出基準となる指標値は Yates補正f値を選

択した。

話題分析:全テキス トで多用された話題の概観を捉

え，特徴を分析した。具体的にはテキス ト全体から関

連の強いことば同士をまとめて，階層型クラスター分

析を用いて，係り受け関係による「ことばネットワー

ク分析」を行った。特定の属性において頻出する単語

であれば，その属性と単語は関連が強いことを示す。

抽出する係り 受け品詞は係り元にオノマ トペ，係り先

に名詞，動調，形容詞，副詞に限定し行単位での抽

出を行い，頻度2回以上出現で上位30件の係り受けを

抽出した。

4 倫理的配慮

データ収集に先立ち，対象看護師が所属する病院の

責任者である副院長兼看護部長に文書と口頭で趣旨を

説明し了解を得た。研究対象者へは，調査の趣旨個

人への不利益と危険性ならびに看護学上の貢献，参加

の自由と中断の保証，質問への対応方法，研究成果の

公表方法などについて書面に記載し口頭で説明をし

た。収集したデータは個人を識別する情報を取り除き，

新たに番号を付けて匿名化した。なお，本研究は横浜

創英大学研究倫理審査委員会の承認を得た(承認番号:

第001号)。

IV.結果

1.事前分析結果

1 )基本統計量

小児保 健研究

看護師10名の発話データの基本情報は，総文数は

1.182文，平均文長は7.7文字であった。内容語の延べ

単語数は3.218語で，単語種別数 (使用された単語の

種類)は681語であった。語棄の豊富さを示す指標で

あるタイプ・トークン比は0.219であった。タイプ・トー

クン比とは延べ単語数に対する単語種別数の比率を求

めたものである9)。つまり単語種別数が多いとタイプ・

トークン比が高値となり使われた単語の数が多く，話

が豊富ということになる。

2)品詞出現回数

品詞別出現回数は名詞が1.668.動詞843.副詞359.

形容詞173で名詞が最も多かった。

3)単語頻度解析

総単語頻度分析結果

看護師10名の発話データにおいて，出現回数の多い

上位20件の単語は図2の通りである。最も出現回数が

多かったのは‘ちょっ と'であり. 144回であった。

続いて‘チックン'が87回 ‘する'が57回であった。

上位20件の単語頻度分析において 7語のオノマ トペ

がみられた(‘チックン¥ ‘ペッタン¥ ‘マキマキ

‘ギ、ユーッ¥ ‘キ レイキレイ¥ ‘ネンネ¥ ‘ゴロン.)。

このうち，頻度の高かった‘チックン'は「チックン

頑張ろう J. rチックン終わるよ」など，採血，点滴，

腰椎穿刺，骨髄穿刺の処置 ・検査における針の刺入の

説明の際に使用されたオノマトペである。出現頻度3

番目の‘する'を係り先にオノマ トペを係り元に頻度

160 

頻度

注亡ーコの語はオノマトベを示す。

図2 看護師の発話データにおける単語頻度(上位20件)
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ギューッーする

キレイキレイーする

マキマキーする

モシモンーする

キ二回一寸る

グーーする

ジヮとーする

ンユーーする

錨JJ:

図3 看護師の発話データにおける「オノマトペ+する」

動詞の頻度(上位10件)

分析をしたのが図3である。「チックンする J，rペツ

タンするJ rギューッする」のようにオノマトペと組

み合わせて動作となる表現がみられた。

2.本格分析結果

1 )特徴語分析

表は，医療場面別の特徴語分析において統計的に有

意差が認められたオノマトペについて示したものであ
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る(p<0.05)。反復形のオノマトペは23種みられた(網

掛け表示)。

パイタルサイン測定は10語であった。‘モシモシ

‘ドキ ドキ¥ ‘ポンポン'は聴診器での聴取の際， 心

拍， 心音，呼吸音，腸音測定で使用された。‘マキマ

キ¥‘シユポシユポ¥‘シュッシュッ¥‘シュッシュ'

は血圧測定の際，マンシェッ トを巻き送気球を用いて

空気を入れる動作を説明する時に用いられていた。‘ピ

ピッ¥ ‘ピッピ'は体温計測定時の発信音を表現し

体温測定の際に使用されていた。採血には9語みられ

た。 ‘ギューッ'は採血時に手を握ってもらう時，駆

血帯で手を締める時，止血で押さえる時等に用いられ

ていた。 ‘ニギニギ'は手を握って貰うこと，‘ピーン'

は腕を真直ぐ伸ばすこと ‘スーツ'はアルコール綿

での消毒の冷たさを表現し，‘チックン¥‘チクッ¥‘チ

クリ'は採血時の針刺入の説明時に用いられていた。

点滴は 7語であった。 ‘ダイジダイジ'は点滴を大切

なものと表現し， ‘ズッと'は一時的ではなく継続し

て行われるものを， ‘ナイナイ'は点滴刺入部を保護

するネットで隠すことを表現していた。 ‘ポタポタ

eポッタンポッタン'は点滴筒から滴下される輸液の

表 医療場面別のオノマトペ特徴語分析結果

項 パイタル
頻度 x2値 採血 頻度 X 21i直 点j商 頻度 X 211直 吸入療法 頻度 x2値

目 サイン

モシモシ 15 68.125 ギューッ 18 32.394 ダイジダイジ 5 52.293 モクモク 15 172.300 - ー
マキマキ 22 59.984 チックン 32 24.190 ズッと 5 34.919 〉ノニL- 13 124.567 

ーー • 
シュポシュポ 9 45.580 グー 6 23.278 ポタポタ 3 26.465 tlブッ 3 24.539 

ビピッ 7 33.966 チクッ 9 16.473 チックン 17 20.733 カッカッ 2 12.940 

ビッピ 8 28.958 スーツ 6 14.884 ナイナイ 3 18.656 ンユーンユー 2 12.940 

ドキドキ 4 6.895 キュッ 2 4.646 ポッタンポッタン 2 13.979 シュワシュワ 2 12.940 

ボンボン 4 6.895 チクリ 2 4.646 ペッタン 8 4.018 フリレフソレ 2 12.940 
--

ノ!日レ
シッカリ 2 5.734 ニギニギ 2 4.646 ゴホゴホ 2 5.103 

医 ンユツンユツ 2 5.734 ビーン 2 4.646 ンユーツ 2 5.103 

療 ンユツンユ 3 4.913 ゼーゼー 2 5.103 

オ
ノ 口鼻腔吸引 頻度 X 21i直 腰椎穿刺 頻度 X 211直 骨髄穿刺 頻度 x2値
マ
ト
ジュルジュル 12 102.738 チックン 22 23.540 ゴロン 14 61.426 

"" コンコン 9 51.735 ペッタン 15 18.318 グッと 4 11.550 

ユ/二Lツ 6 46.166 ズキズキ 3 18.019 ペッタ ン 13 9.594 
E 

チーン 6 46.166 クーJレッ 2 9.426 ベタベタ 2 8.763 

ゴホン 5 36.876 ボーツ 3 8.960 パンザイ 3 8.229 

ウッウン 3 18.556 グッと 3 5.199 ネンネ 6 4.417 

スッキリ 3 12.732 ギュッ 5 4.019 

ズルズル 2 9.716 

ズルズルー 2 9.716 
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様子を指していた。‘チックン'は点滴針の刺入の説

明であり，‘ペッタン'は紳創膏を貼る時の表現であっ

た。吸入療法は10語みられた。‘モクモク. .シュー.

aシューシュー‘シュワシュワ ‘シューッ'は吸

入液が噴霧されるl様態を表現していた。噛管を口に街

えてもらう時に Yガブッ曙疾略出，端鳴，含1軟に

ついて説明する時に‘カッカッ¥ ‘ゴホゴホ¥ ‘ゼー

ゼー'が用いられていた。‘ブルブル'はジェット式

ネブライザーのコンプレッサーの振動音を表してい

た。口鼻腔吸引は:9語であった。口鼻腔吸引の際の説

明は‘ジュルジユ|ル¥ ‘ジュッ¥ ・ズルズル¥ ‘ズル

ズルー'で表現され， ‘コンコン¥ ‘ゴホン. ‘ウツ

ウン'は口鼻腔吸15|後に咳轍への誘発表現として用い

られていた。‘スッキリ'は吸引後の楽な状態を表し

ていた。腰椎穿刺は 6語みられた。‘チックン ‘ズ

キズキ'は穿刺の時の痛みを表現していた。麻酔導入

の場合の意識が薄れる表現として‘ボーッ'が用いら

れ，動作の指示では腰椎穿刺の姿勢のため背中を丸め

る時に‘グルッ.止血で押さえる時に‘グッと粋

創膏の貼付では‘ペッタン'が使用されていた。骨髄

穿刺は7語であっlた。‘ゴロン¥ ‘ネンネ¥ ‘パンザ

イ'はベッドへの横臥を説明する時，円滑に骨髄穿刺

の体位である腹臥位になれるよう，指示表現として用

いられていたo キ、ユツ¥ ‘グッと'は髄液採取の時，

止血の時に用いられ， ‘ベッタン¥ ‘ベタベタ'は粘

着性の高い紳創膏を表現していた。

2)話題分析

医療場面別に表現された看護師の発話にみられたオ

ノマトペの係り受|け関係を見るため，ことばネット

ワーク分析を行った(図4)。

採血，点滴，腰椎穿刺，骨髄穿刺の医療処置では針

を刺す説明で共通にみられたのは「チックン→頑張る」

(原文:チックンt i頑張ろうね).紳創膏は「ベッタン

→終わるJ (原文:ペッタンして終わりだよー).吸入

療法は「モクモクザ出るJ (原文:モクモクさん，出

てくるからね).口鼻腔吸引は「ジ、ユルジュル→取る」

(原文:ジ、ユルジ、ユルさん，取るよ).点滴は「ギ、ユーッ

→なるJ (原文:ギューツつてなるよ).パイタルサイ

ン測定では，体温測定時の「ピピッ→鳴るJ (原文:

ピピッて鳴るけど).血圧測定の「マキマキ→計るJ(原

文:マキマキして計るねー)など，オノマトペと一般

動調が結びっく係り受け関係が示された。

小児保健研究

図4 医療場面別ことばネットワーク分析結果(単語頻

度2以上出現上位30件を抽出)

v.考察

1.看護師の発話に含まれる「オノマトペ+する」動調

出現頻度3位の「する」は‘オノマトペ'に付加す

る形で多くみられ Iオノマトペ+する」動調として

用いられていることがわかった。養育者と子どもとの

会話で用いられるオノマトペには，犬に対する‘ワン

ワン'のように事物を指す名調としての用法のほかに

「ジャブジャブする」のようにオノマトペにサ変動詞

「する」を組み合わせて動作として表現する用法があ

り，子どもが産出する初期の動詞に多いといわれてい

る10)。

出現頻度上位の‘チックン¥ ‘ベッタン¥ ‘マキマ

キ¥‘ギ、ユーッ¥‘キレイキレイ¥‘ネンネ‘ゴロン'

の7語のオノマトべでは， ‘ネンネ¥ ‘ゴロン'以外

の5語に，名調としての使用以外に「する」を付け加

えて動詞化した用法がみられていた。例えば Iチッ

クンする」は採血，点滴，腰椎穿刺，骨髄穿刺の例で

針を刺す時に Iベッタンする」は幹創膏を貼付する

時に Iマキマキする」は血圧測定のマンシェットを

巻く時に，それぞれ表現されている。意図する動作を

伝えるための〔動作〕に分類されるオノマトペ名調の

存在が明らかになっているが本研究においては名詞

として使用されるほかに「する」動詞を付加して動調

化する特徴的な形式が認められた。オノマトペは音や

動作が特定のイメージと結びっく音象徴の特性を持つ

ことから，子どもの初期の動調習得を助ける働きをす

る効果が指摘されている 11)。オノマトベの動調化は日

常と異なる環境下で緊張を強いられる幼児にとって容

易に理解できることばではないかと推察される。
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また，オノマトペと組み合わせて「オノマトベ+す

る」動詞は，簡単に動調を作り出せる利点、がある。幼

児への説明では難解な医療用語を子どもが理解できる

ことばに言い換える必要がある。「オノマトペ+する」

動詞は一般語の活用の複雑さとは対照的に語棄や表現

を増やすことができる利便性の高い表現といわれる12)

ことから，言語知識の未熟な幼児に貢献するばかりで

なく看護師にとっても利用しやすい表現であると考え

られる。

2.医療場面別にみられた「オノマトペ」の繰り返し表現

医療場面別に抽出された有意なオノマトペの中で最

も多かった音韻形態は反復形ということが明らかと

なった。反復形は日本語オノマトペ語棄の語形として

最も多いことが報告されているゆ。音韻反復は音や動

作の繰り返しないし連続という意味を表し，オノマト

ペ独特の表現である。今回みられた反復形のうち‘モ

シモシ¥ ‘マキマキニギニギ¥ ‘ダイジダイジ

‘ナイナイ'は，通常は日本語のオトマトペとして分

類されないものであるが，小児医療の現場での使われ

方としてはオノマトペと全く同様で、あることから r小

児医療オノマトペ」として同列に論じることとした。

例えば，聴診器を当てる時「モシモシするよーJ，採

血の際に手を握ってもらう時「ニギニギしてねJ，点

滴部位の固定では「ダイジダイジにしとこうねJ，rナ

イナイしとこうねー」といった表現がみられた。これ

らの特徴はバラエテイ豊かで、子音と母音がさまざまに

組み合わされ，繰り返し音節の持つリズミカルな音韻

がみられることである。繰り返すことによる継続性と

リズム感は幼児に受け入れやすい特徴を持つことがわ

かっておりω，リズミカルな繰り返し表現が子どもの

注意を引き模倣に繋がる。

三好15)によれば，乳幼児との会話の中に成人側から

積極的にオノマトペの繰り返し表現を使用することに

より乳幼児側もそのことばを受容し，より円滑なコ

ミュニケーションを図ることができるとしている。深

田町立絵本の中の語りを分析し繰り返し表現の多さ

を指摘しこのような言語表現が子どもにいきいきと

状況を伝える言語的な手段となると述べている。繰り

返し表現は自在に作り出せる，緩やかな規則性を持つ

創造的なオノマトペである。苧坂mが任意の2音節の

繰り返し表現の造語能力の高さを指摘しているように

幼児への説明モデルを開発するうえで有効活用できる
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表現と思われる。

3 医療場面別山れたい川一般ーの

組み合わせ

オノマトペの係り受け関係では，係り先に名言乱動

詞，形容調，副詞を設定し，以下3種のオノマト代と

一般動詞の組み合わせが特徴的にみられた。 I

lつ1"チックン，頑張ろうねJ，rモクモクさん，

出てくるからねJ，rジュルジュルさん，取るよ』の

ように事物に対するラベルとしてオノマトペが名詞的

に用いられ，助調が伴わずに一般動調が続くもの¥、あ

る。 2つ rピピッて鳴るけどJ rギューッてなるよ」

のようにオノマトペが副詞的用法として用いられl助

調「て」を伴って一般動調を修飾するものであるド 3

つ 「マキマキして計るねーJ，rペツタンして終附

だよー」のようにオノマトペに「する」を付加し陀動

詞的用法として用いられ一般動詞が続くものであいる。

一般にオノマトペは修飾機能を果たす副調的用怯と

して取り扱われる6)が，本研究では副詞的用法以外に

名調的用法，動詞的用法が使用され，さらに一樹動詞

に繋がるパターンとして出現していることがね|かっ

た。オノマトペは，それ自体で動調の意味的属'闘を想

定したり限定したりする機能を持つ16)。そのた刷，続

く動調を省略しても理解できることが多い則。

「モクモクさん，出てくるからね」と聞くと， ‘ニ回クモ

ク'を聞いた段階で煙が重なり合うように湧き起こる

さまをイメージすることができ，次の「出てくれ、ら

ね」で実施する吸入療法の実際を容易に理解するlこと

ができる。高いイメージ喚起力を持つオノマトベが続

く一般動調への手がかりを与えることになる。司のよ

うなオノマトペと一般動調の組み合わせが子ど到の注

意を引きやすい言語的文脈を提供しているのでlまない

かと考えられる。佐々木町土3-6歳の子どもは使用

することばの例として，採血場面で「チクッとした」

という擬音語を紹介し，子どもにソフトな印象者与え

る表現の選択について述べている。このようなホノマ

トペを取り入れた働きかけは幼児期後期の発達段階に

応じた適切な説明ではないかと解釈できる。 I

また，基本情報で得られた結果から看護師の発話の

平均文長は比較的短く端的な表現が示されており，タ

イプ・トークン比からは説明中に同じ単語が繰り返し

出現する傾向は少ないことがわかった。これは幼児の

理解を助けるために必要な単語を選択し使用していた
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こと，オノマトペに加えて，それと同等の意味を表す一

般動詞を言い換えて使用していることから発話中に同

じ単語の繰り返し表現が少なかったことが考えられる。

羽.結 =6 
E岡

今回，看護師の発話には「オノマトベ+する」動調，

繰り返し表現のオノマトペ，オノマトベ語棄を係り元

に係り先を一般動調とする端的な表現が多いというこ

とが明らかになった。

オノマトベを中心とした文レベルの構造が示された

ことで，幼児への説明モデル開発に向けて具体的な示

唆を得られた。今後オノマトペの説明モデルが開発さ

れれば，病院での処置場面に限らず，健康診査におけ

る対応など予防医療場面での活用も期待できる。

本研究の限界としては看護師10名の面接時の発話

データの分析から得られたものであり， (1)データ数

が少ない， (2)イラストの幼児に向けての発話であり

実際場面の自然観察ではないという弱点がある。しか

しながら，医療場面の想、定において看護師が幼児に説

明する時のオノマ lトペを中心とした表現の構造を明ら

かにできたことは本研究の重要な成果である。今後の

課題として， (1)全国調査を行いデータ数を集積する

こと， (2) オノマトペの有用性についての認識調査を

すること， (3)オノマトペが子どもの理解にどのよう

に影響を与えるか実験的な研究を行うなどが考えられ

よう。
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(Summary) 

This study explored nurses' expressions of onomato-

poeias toward preschool children and their usefulness in 

medical procedures quantitatively after the qualitative 

study of Ishidate et al (2014). As in the previous study， 

10 pediatric nurses were interviewed by using situational 

pictures. Recorded expressions were analyzed by a text 

mining software. Analysis of word frequency， situation-
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al comparison， and topic extraction were condu吋d
The results clearly showed that the nurses frequeT.tly 

used onomatopoeia followed by verb (do and other ver-

bal expressions) and repetitive onomatopoeias. As凶is

study revealed typical onomatopoetic expressions toward 

preschool children， it also provided important sugges・

tions to establish a model of explanatory expressionsl for 

preschoolers in general pediatric procedures. 

(Key wordsJ 

onomatopoeias in J apanese， nurses， 

preschool children， medical procedures， 

text mining analysis 


